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第
九
十
六 

  
 

電
気
試
験
所 

   
 
 
 
 

一 
  

東
大
工
学
部
と
東
京
芝
浦
電
気
が
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
開
発
で
苦
戦
し
て
い

た
と
き
、
東
京
・
永
田
町
に
あ
っ
た
通
産
省
の
電
気
試
験
所
（
Ｅ
Ｔ

Ｌ
）
で
も
、
独
自
の
設
計
に
な
る
電
子
計
算
機
の
開
発
が
進
め
ら
れ

て
い
た
。「
Ｅ
Ｔ
Ｌ 

Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
―
Ⅲ
」
が
そ
れ
で
、
同
試
験
所
電

子
部
の
部
長
・
和
田
弘
が
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。 

 

こ
の
節
で
は
、
そ
の
和
田
が
話
の
軸
に
な
る
。 

 

和
田
弘
は
一
九
一
四
年
（
大
正
三
）
十
一
月
十
日
、
東
京
に
生
ま

れ
、
一
九
三
八
年
三
月
、
東
京
帝
国
大
学
工
学
部
電
気
工
学
科
を
卒

業
し
て
逓
信
省
電
気
試
験
所
に
入
っ
た
。
同
じ
年
に
山
下
英
男
が
教

授
に
就
任
し
て
い
る
。 

 

翌
三
九
年
に
志
願
し
て
海
軍
造
兵
中
尉
と
な
り
、
レ
ー
ダ
ー
の
実

用
化
研
究
に
没
頭
し
た
。
こ
の
と
き
井
深
大
、
小
林
大
祐
な
ど
と
知

り
合
っ
た
。
四
五
年
に
技
術
少
佐
で
終
戦
を
迎
え
、
電
気
試
験
所
に

復
職
し
た
。 

 

五
一
年
か
ら
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
（
Ｍ
Ｉ
Ｔ
）
に
留
学

し
た
。
こ
の
と
き
の
体
験
を
も
と
に
五
四
年
七
月
、
電
気
試
験
所
に

電
子
部
を
設
立
し
、
そ
の
部
長
に
任
命
さ
れ
た
。
こ
れ
が
の
ち
に
発

展
し
て
電
子
総
合
技
術
研
究
所
（
電
総
研
）
と
な
る
。
ア
メ
リ
カ
か

ら
入
っ
て
き
た
「
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
」
と
い
う
英
語
に
「
電
子
技

術
」
と
い
う
訳
語
を
与
え
た
の
は
和
田
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。 
 

当
時
、
電
気
試
験
所
に
は
後
藤
以
紀
が
中
心
と
な
っ
て
一
九
五
二

年
末
に
開
発
し
た
「
Ｅ
Ｔ
Ｌ 

Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
―
Ⅰ
」
が
あ
っ
た
。
そ
れ

を
受
け
て
物
理
部
の
駒
宮
安
男
ら
が
大
型
機
「
Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
―
Ⅱ
」
の

設
計
に
取
り
付
い
て
い
た
。 

 

こ
の
先
行
二
モ
デ
ル
は
リ
レ
ー
式
だ
っ
た
が
、
和
田
は
研
究
の
重

点
を
パ
ル
ス
技
術
に
置
き
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
を
採
用
し
た
計
算
機
を

開
発
す
る
方
針
を
固
め
て
い
た
。
電
気
試
験
所
で
は
四
九
年
か
ら
材

料
部
材
料
測
定
研
究
室
で
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
特
性
測
定
が
行
わ
れ
て

い
た
か
ら
、
彼
の
構
想
は
試
験
所
と
し
て
も
無
理
が
な
か
っ
た
。 

 

和
田
は
電
子
部
の
発
足
と
同
時
に
材
料
部
材
料
測
定
研
究
室
の
室

長
だ
っ
た
高
橋
茂
に 

 

―
―
新
型
の
電
子
計
算
機
を
作
り
た
い
。
協
力
し
て
く
れ
ま
い
か
。 

 
と
話
を
持
ち
か
け
た
。 

 
高
橋
は
三
十
代
半
ば
の
中
堅
エ
ン
ジ
ニ
ア
だ
が
、
絶
縁
材
料
、
特

に
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
素
材
に
か
け
て
は
第
一
人
者
で
あ
る
。 

 

―
―
研
究
を
面
白
が
っ
て
い
る
だ
け
で
は
仕
方
が
な
い
。
少
し
は

世
間
の
役
に
立
つ
仕
事
も
し
ろ
。 
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和
田
の
一
言
で
高
橋
は
電
子
計
算
機
に
興
味
を
持
っ
た
。 

 
た
ま
た
ま
高
橋
は
、
自
分
の
研
究
室
に
所
属
し
て
い
る
中
島
達
二

と
西
野
博
二
の
い
ず
れ
か
を
主
任
に
昇
格
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い
た
。
中
島
、
西
野
い
ず
れ
も
甲
乙
つ
け
が

た
い
。 

 

結
果
、
中
島
を
主
任
に
し
た
。 

 

ば
か
り
か
高
橋
は
研
究
室
そ
の
も
の
を
中
島
に
譲
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 

自
ら
西
野
博
二
、
松
崎
磯
一
、
近
藤
薫
を
率
い
て
和
田
の
も
と
に

参
集
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
電
子
材
料
の
素
材
を
研
究
し
て

い
た
グ
ル
ー
プ
が
電
子
計
算
機
を
作
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

ラ
イ
バ
ル
は
東
大
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
で
は
な
か
っ
た
。
Ｔ
Ａ
Ｃ
開
発
チ
ー

ム
の
「
ノ
イ
マ
ン
の
第
二
法
則
」
は
研
究
者
仲
間
で
は
有
名
に
な
っ

て
い
た
。
和
田
と
高
橋
の
視
野
に
入
っ
て
い
た
の
は
、
つ
ま
り
東
大

で
は
な
く
同
じ
試
験
所
の
駒
宮
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。 

 

こ
の
時
の
逸
話
と
し
て
、
高
橋
が
社
団
法
人
電
気
学
会
の
「
電
気

技
術
史
」
第
二
十
七
号
に
面
白
い
話
を
寄
せ
て
い
る
。 

  

Ｅ
Ｔ
Ｌ 

Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
―
Ⅱ
と
い
う
壮
大
な
計
算
機
を
建
設
中
だ
っ

た
駒
宮
君
が
「
Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
―
Ⅱ
は
一
ヶ
月
に
一
回
も
故
障
し
な
い
。

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
な
ら
三
十
分
に
一
回
故
障
す
る
」
と
い
い
、
わ
た

し
が
「
継
電
器
は
ミ
リ
秒
単
位
だ
が
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
は
マ
イ
ク

ロ
秒
単
位
で
動
作
す
る
。
継
電
器
で
一
ヶ
月
か
か
る
計
算
は
ト
ラ
ン

ジ
ス
タ
ー
な
ら
三
十
分
で
で
き
る
」
と
や
り
返
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。 

  

文
中
の
「
継
電
器
」
は
リ
レ
ー
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

に
し
て
も
計
算
機
の
設
計
・
開
発
を
「
建
設
」
と
い
う
言
葉
で
表

現
し
た
の
は
、
そ
れ
ほ
ど
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。 
 

と
き
に
東
大
の
後
藤
英
一
が
発
明
し
た
パ
ラ
メ
ト
ロ
ン
を
勧
め
る

声
が
あ
っ
た
。 

 

―
―
原
理
は
な
る
ほ
ど
面
白
い
。
だ
が
、
低
速
で
消
費
電
力
が
大

き
い
。 

 

こ
の
評
価
は
正
し
か
っ
た
。 

 

演
算
素
子
に
二
進
法
の
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
を
使
う
決
意
は
揺
る
が
な

か
っ
た
が
、
記
憶
装
置
を
ど
う
す
る
か
が
課
題
だ
っ
た
。
ブ
ラ
ウ
ン

管
式
の
ウ
イ
リ
ア
ム
ス
管
は
高
速
か
つ
ラ
ン
ダ
ム
ア
ク
セ
ス
が
可
能

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
不
安
定
さ
に
Ｔ
Ａ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
手

こ
ず
っ
て
い
た
。 

 

ア
メ
リ
カ
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
で
コ
ア
メ
モ
リ
ー
が

開
発
さ
れ
て
い
た
が
、
実
用
化
に
は
時
期
尚
早
だ
っ
た
。
そ
こ
で
最

初
、
和
田
は
水
銀
遅
延
タ
ン
ク
方
式
を
考
え
た
。
超
音
波
を
使
う
の

で
あ
る
。
だ
が
水
銀
を
扱
う
こ
と
に
難
色
が
あ
っ
た
。 

 
そ
の
と
き
和
田
は
あ
る
こ
と
を
思
い
出
し
た
。 

 

戦
時
中
、
レ
ー
ダ
ー
の
開
発
を
行
っ
て
い
た
と
き
、
金
石
社
と
い

う
会
社
が
作
っ
た
固
体
遅
延
線
を
使
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
硬
質
ガ
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ラ
ス
を
使
う
の
で
あ
る
。
水
銀
の
代
わ
り
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 
相
談
を
す
る
と
金
石
社
の
担
当
者
か
ら
の
回
答
は 

 
―
―
た
ぶ
ん
大
丈
夫
で
し
ょ
う
。 

 

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。 

 

こ
う
し
て
硬
質
ガ
ラ
ス
の
記
憶
装
置
が
で
き
あ
が
っ
た
。
論
理
基

本
回
路
は
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
一
個
に
よ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
回
路
、
論
理

素
子
に
は
点
接
触
型
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
約
百
四
十
個
，
ゲ
ル
マ
ニ
ウ

ム
・
ダ
イ
オ
ー
ド
約
一
千
八
百
個
を
使
用
し
、
こ
れ
を
プ
ラ
グ
イ
ン

パ
ッ
ケ
ー
ジ
―
―
こ
ん
に
ち
い
う
「
プ
リ
ン
ト
基
板
」
―
―
に
収
容

し
た
。
そ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
基
板
は
大
阪
工
業
試
験
所
出
身
の
長
沢
成

之
が
担
当
し
た
。 

 

五
六
年
七
月
に
完
成
し
た
マ
シ
ン
に
は
電
気
試
験
所
の
所
長
・
後

藤
以
紀
が
「
Ｅ
Ｔ
Ｌ 

Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
―
Ⅲ
」
の
名
を
与
え
た
。
そ
れ
は

プ
ロ
グ
ラ
ム
記
憶
方
式
採
用
の
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
式
電
子
計
算
機
と
し

て
世
界
第
一
号
と
な
っ
た
。 

 

次
期
モ
デ
ル
「
Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
―
Ⅳ
」
で
は
記
憶
装
置
に
磁
気
ド
ラ
ム

を
採
用
し
、
そ
の
技
術
は
和
田
か
ら
日
本
電
気
、
日
立
製
作
所
、
北

辰
電
機
、
松
下
通
信
工
業
な
ど
に
伝
え
ら
れ
た
。 

開
発
費
は
ど
う
だ
っ
た
か
。 

 

東
大
・
山
下
研
究
室
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
調
査
研
究
費
が

百
十
一
万
円
、
研
究
開
発
費
は
初
年
度
一
千
万
円
、
う
ち
東
京
芝
浦

電
気
の
受
領
分
は
約
七
百
万
円
だ
っ
た
。
次
年
度
以
後
は
東
大
の
校

費
か
ら
支
出
さ
れ
、
四
年
間
に
約
三
千
万
円
が
投
入
さ
れ
て
い
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
高
橋
茂
に
よ
る
と
、 

―
―
Ｅ
Ｔ
Ｌ 

Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
―
Ⅲ
の
開
発
に
要
し
た
費
用
は
、
総
額

で
二
百
八
十
四
万
円
だ
っ
た
。 

 

と
い
う
。
Ｔ
Ａ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
割
に
満
た
な
い
。 
 

ま
さ
か
桁
が
違
っ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。 

 

調
べ
る
と
、
総
額
は
三
百
二
十
四
万
円
と
い
う
の
が
正
し
か
っ
た
。

高
橋
の
記
憶
よ
り
四
十
万
円
多
い
。 

 

そ
の
内
訳
が
残
っ
て
い
た
。 

  

・
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
五
十
六
万
円 

 

・
ダ
イ
オ
ー
ド
七
十
五
万
円 

 

・
電
磁
遅
延
線
四
十
五
万
円 

 

・
水
銀
遅
延
線
三
十
万
円 

 

・
紙
テ
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
十
三
万
円 

 

・
プ
リ
ン
タ
ー
四
十
万
円 

 

・
雑
部
品
そ
の
他
六
十
五
万
円 

  
プ
ラ
グ
イ
ン
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
方
式
を
採
用
し
た
こ
と
、
部
品
の
ハ

ン
ダ
付
け
や
機
器
の
組
み
立
て
を
す
べ
て
研
究
員
で
こ
な
し
た
こ
と
、

基
本
ソ
フ
ト
に
Ｅ
Ｄ
Ｓ
Ａ
Ｃ
の
サ
ブ
セ
ッ
ト
を
そ
の
ま
ま
応
用
し
た

こ
と
、
記
憶
装
置
に
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
な
か
っ
た
こ
と
―
―
な
ど
、
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Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
―
Ⅲ
に
は
い
く
つ
か
の
偶
然
と
幸
運
が
重
な
っ
て
い
る
。

Ｔ
Ａ
Ｃ
は
そ
の
正
反
対
だ
っ
た
。 

  
 
 
 
 

二 
  

Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
―
Ⅲ
の
開
発
に
め
ど
を
つ
け
た
和
田
は
、
技
術
者
に
と

ど
ま
ら
な
い
活
動
を
展
開
し
て
い
っ
た
。
こ
の
人
物
は
電
気
試
験
所

と
い
う
枠
を
超
え
て
、
国
内
電
子
産
業
の
育
成
・
振
興
に
取
り
組
み
、 

 

―
―
国
の
施
策
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。 

 

と
い
う
見
解
で
東
大
の
山
下
英
男
と
一
致
し
て
い
た
。 

 

五
六
年
に
政
府
・
自
由
民
主
党
と
通
産
省
重
工
業
局
の
官
僚
に
働

き
か
け
、「
電
子
工
業
振
興
臨
時
措
置
法
案
」
を
策
定
し
た
。
そ
れ

ば
か
り
か
和
田
は
専
門
家
と
し
て
、
自
ら
国
会
で
答
弁
に
立
っ
た
。 

 

そ
れ
が
翌
五
七
年
、
重
工
業
局
に
電
子
工
業
課
が
設
置
さ
れ
る
き

っ
か
け
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
社
団
法
人
電
子
工
業
振
興
協
会
（
電
子

協
：
の
ち
電
子
情
報
技
術
協
会
）
が
設
立
さ
れ
た
の
は
和
田
と
山
下

の
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。 

 

電
子
協
は
ぐ
っ
と
後
年
に
な
る
と
、
国
産
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
メ
ー

カ
ー
六
社
（
富
士
通
、
日
本
電
気
、
日
立
製
作
所
、
東
芝
、
三
菱
電

機
、
沖
電
気
工
業
）
の
た
め
の
組
織
に
な
っ
て
行
く
。
例
え
ば
「
六

社
会
」
を
結
成
し
、
会
長
職
を
持
ち
回
り
で
独
占
す
る
な
ど
で
あ
る
。

あ
た
か
も
国
連
に
お
け
る
常
任
理
事
国
の
ご
と
き
専
横
と
い
っ
て
い

い
。 

 

歴
史
的
経
緯
か
ら
や
む
を
得
な
い
事
情
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
長
く

外
資
系
メ
ー
カ
ー
の
加
入
を
認
め
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ

た
。
電
子
工
業
振
興
の
た
め
の
政
策
を
立
案
し
提
案
す
る
こ
と
が
利

権
に
さ
え
な
っ
た
。
た
だ
し
そ
の
こ
と
は
本
節
の
話
柄
で
は
な
い
。 
 

和
田
が
考
え
た
の
は
、
電
子
計
算
機
処
理
に
お
け
る
ル
ー
ル
の
策

定
、
つ
ま
り
標
準
化
が
欠
か
せ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
一

つ
に
紙
テ
ー
プ
の
コ
ー
ド
体
系
が
あ
っ
た
。 

 

五
八
年
十
月
の
こ
と
だ
が
、
和
田
の
呼
び
か
け
で
電
子
計
算
機
の

国
産
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
主
要
な
研
究
者
が
、
東
京
・
愛
宕
山
下

に
あ
っ
た
電
子
協
の
会
議
室
に
集
ま
っ
た
。
高
橋
英
俊
、
森
口
繁
一
、

元
岡
達
、
喜
安
善
市
、
室
賀
三
郎
、
高
橋
茂
、
清
宮
清
、
池
田
敏
雄
、

池
田
謹
之
助
な
ど
だ
っ
た
。 

 

そ
こ
で
挨
拶
に
立
っ
た
和
田
は
、
電
気
試
験
所
の
代
表
と
し
て
次

の
よ
う
に
発
言
し
た
。 

  

現
在
、
わ
が
国
の
電
子
計
算
機
の
多
く
が
紙
テ
ー
プ
を
入
力
媒
体

と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
紙
テ
ー
プ
の
コ
ー
ド
体
系
を
標
準
化
す
る
こ

と
を
提
案
し
た
い
。
機
械
内
部
で
数
字
や
文
字
を
ど
の
よ
う
に
表
現

す
る
か
は
、
各
社
の
設
計
の
勝
手
で
あ
る
。
し
か
し
機
械
の
外
で
は
、

数
字
や
文
字
が
紙
テ
ー
プ
に
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
る
か
を
統
一
し

て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
利
用
者
は
異
な
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る
メ
ー
カ
ー
の
異
な
る
電
子
計
算
機
の
間
で
デ
ー
タ
を
交
換
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
ひ
い
て
は
国
産
電
子
計
算
機
の
市
場
が
広
が
る
の
で

あ
る
。 

  

当
時
は
ま
だ
、
各
社
と
も
他
社
機
に
リ
プ
レ
ー
ス
さ
れ
る
こ
と
よ

り
、
新
規
ユ
ー
ザ
ー
を
獲
得
す
る
こ
と
の
ほ
う
が
関
心
が
高
か
っ
た
。

そ
れ
で
和
田
の
提
案
は
あ
っ
さ
り
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
た
だ
ち
に

「
コ
ー
ド
会
」
が
発
足
し
、
翌
年
四
月
に
八
単
位
と
六
単
位
の
コ
ー

ド
体
系
が
確
定
し
た
。 

 

そ
の
た
め
に
開
か
れ
た
会
合
は
十
数
回
に
及
ん
だ
と
い
う
。
十
月

に
発
足
し
て
半
年
で
確
定
し
た
の
は
、
電
子
計
算
機
の
仕
組
み
が
こ

ん
に
ち
よ
り
よ
ほ
ど
単
純
だ
っ
た
か
ら
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。
参

加
し
た
研
究
者
た
ち
の
意
欲
の
あ
り
よ
う
が
分
か
る
。 

 

お
そ
ら
く
こ
の
当
時
、
電
子
工
学
分
野
の
日
本
人
研
究
者
で
世
界

に
名
を
知
ら
れ
た
の
は
、
山
下
と
和
田
を
お
い
て
他
に
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
も
レ
ミ
ン
ト
ン
ラ
ン
ド
社
も
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
式

計
算
機
の
研
究
開
発
に
重
点
を
移
し
て
い
た
が
、「
パ
ン
チ
カ
ー
ド

を
使
わ
な
い
計
算
機
」
は
世
界
の
ど
こ
に
も
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。

ま
し
て
機
械
翻
訳
や
文
字
の
自
動
認
識
と
い
う
技
術
は
世
界
の
垂
涎

の
的
だ
っ
た
。 

 

山
下
と
和
田
が
協
力
し
て
具
体
化
し
た
事
業
と
し
て
、
社
団
法

人
・
日
本
情
報
処
理
学
会
の
設
立
が
あ
る
。 

 

一
九
五
九
年
の
六
月
、
ユ
ネ
ス
コ
は
「
情
報
処
理
会
議
」
を
パ
リ

で
開
く
こ
と
を
決
め
た
。
こ
の
と
き
山
下
が
ユ
ネ
ス
コ
国
際
計
数
セ

ン
タ
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
）
の
理
事
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
前
節
で
書
い
た
。 

 

理
事
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
の
は
、
初
め
て
の
国
際
会
議
だ
っ

た
が
、
そ
の
活
動
の
中
で
、
ユ
ネ
ス
コ
が
「
情
報
処
理
国
際
連
合
」

（
Ｉ
Ｆ
Ｉ
Ｐ
）
の
創
設
を
計
画
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。 

 

と
こ
ろ
が
日
本
に
は
、
そ
う
い
っ
た
国
際
組
織
に
参
加
す
る
機
関

が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
山
下
は
和
田
に
相
談
を
持
ち
か

け
、
日
本
を
代
表
す
る
学
会
と
し
て
「
日
本
情
報
処
理
学
会
」
を
設

立
す
る
こ
と
に
し
た
。 

 

「
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
＝
電
子
技
術
」
と
同
様
、「
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
セ
ッ
シ
ン
グ
」
と
い
う
英
語
を
「
情
報
処
理
」
と

翻
訳
し
、
こ
れ
を
学
会
の
名
に
し
た
の
は
和
田
の
案
だ
っ
た
と
い
う
。 

  
 
 
 
 

三 
  

五
五
年
の
時
点
で
日
本
国
内
に
お
け
る
計
算
機
の
開
発
状
況
は
、

富
士
通
信
機
製
造
が
リ
レ
ー
式
の
「
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
１
０
０
」
を
完
成

さ
せ
、
富
士
写
真
フ
イ
ル
ム
、
日
本
電
気
、
日
立
製
作
所
な
ど
が
大

学
研
究
所
と
共
同
で
悪
戦
苦
闘
を
重
ね
て
い
る
状
態
だ
っ
た
。 

 

一
方
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
は
五
三
年
に
真
空
管
を
採
用
し
た
事
務
計
算
用

計
算
機
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
６
５
０
」
を
完
成
さ
せ
、
そ
れ
に
続
い
て
磁
気
コ
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ア
を
採
用
し
た
ワ
ー
ド
・
マ
シ
ン
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
７
０
４
」
を
開
発
し
て

い
た
。
一
方
の
レ
ミ
ン
ト
ン
ラ
ン
ド
社
は
事
務
計
算
用
に
大
容
量
記

憶
機
構
を
備
え
た
「
Ｕ
Ｆ
Ｃ
」（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
フ
ァ
イ
ル
・
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
）
を
発
表
し
て
、
日
本
の
メ
ー
カ
ー
に
圧
倒
的
な
差
を
見

せ
つ
け
て
い
た
。 

 

ち
な
み
に
富
士
写
真
フ
イ
ル
ム
は
岡
崎
文
次
を
中
心
に
独
自
の
研

究
開
発
を
進
め
、
五
六
年
三
月
に
「
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｃ
」
を
完
成
さ
せ
て

い
る
。
千
七
百
本
の
真
空
管
を
使
い
、
水
銀
遅
延
タ
ン
ク
方
式
の
記

憶
装
置
、
二
進
法
回
路
を
備
え
て
い
た
。「
国
産
初
の
実
用
電
子
計

算
機
」
と
い
わ
れ
る
。 

 

こ
う
し
た
状
況
下
で
、「
国
内
の
電
子
技
術
を
よ
り
い
っ
そ
う
高

め
な
け
れ
ば
、
日
本
の
産
業
は
世
界
に
伍
し
て
い
け
な
い
」
と
強
く

訴
え
る
研
究
者
が
い
た
。 

 

前
述
し
た
通
産
省
電
気
試
験
所
の
和
田
弘
で
あ
る
。 

 

彼
は
三
年
前
（
一
九
五
二
年
）、
電
気
通
信
学
会
に
「
電
子
計
算

機
専
門
委
員
会
」
を
置
く
と
と
も
に
、
五
五
年
四
月
に
は
電
波
技
術

協
会
に
東
大
の
山
下
英
男
を
委
員
長
と
す
る
「
電
子
計
算
機
調
査
委

員
会
」
を
設
置
し
た
。
和
田
は
こ
の
時
期
、
国
産
電
子
計
算
機
を
実

現
す
る
た
め
、
多
分
に
政
治
的
に
動
い
て
い
た
。 

 

電
子
計
算
機
調
査
委
員
会
は
発
足
直
後
に
、
次
の
よ
う
な
方
策
を

提
言
し
た
。 

 

 

①
真
空
管
で
な
く
、
パ
ラ
メ
ト
ロ
ン
方
式
か
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
方
式 

 
 

を
採
用
す
る
。 

 

②
入
出
力
は
パ
ン
チ
カ
ー
ド
方
式
で
な
く
電
信
テ
ー
プ
方
式
と
す 

 
 

る
。 

 

③
国
策
的
な
レ
ン
タ
ル
代
行
機
関
を
設
け
る
。 
  

演
算
素
子
や
入
出
力
方
式
は
と
も
か
く
、「
国
策
的
な
レ
ン
タ
ル

代
行
機
関
」
の
考
え
方
は
、
の
ち
の
国
産
電
子
計
算
機
産
業
の
育
成

で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
。
国
産
メ
ー
カ
ー
七
社

（
沖
電
気
工
業
、
東
京
芝
浦
電
気
、
日
本
電
気
、
日
立
製
作
所
、
富

士
通
信
機
製
造
、
松
下
電
器
産
業
、
三
菱
電
機
）
の
共
同
出
資
で
一

九
六
一
年
八
月
に
設
立
さ
れ
た
「
日
本
電
子
計
算
機
株
式
会
社
」

（
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
）
が
そ
れ
に
当
た
る
。 

 

ま
た
通
産
省
の
機
械
工
業
審
議
会
は
、
五
六
年
に
「
電
子
工
業
振

興
策
に
つ
い
て
の
中
間
報
告
」
を
取
り
ま
と
め
、「
可
及
的
速
や
か

に
電
子
工
業
を
振
興
・
育
成
す
る
特
別
措
置
法
が
必
要
で
あ
る
」
と

提
言
し
た
。 

 
こ
こ
で
も
和
田
の
考
え
方
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。 

 
一
九
五
七
年
六
月
、
通
産
省
は
「
電
子
工
業
振
興
臨
時
措
置
法
」

を
公
布
し
た
。「
電
振
法
」
と
略
さ
れ
る
。 

 

次
い
で
七
月
十
日
、「
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
協
議
会
」
が
発
足
し

た
。 
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八
月
一
日
、
通
産
省
の
重
工
業
局
に
「
電
子
工
業
課
」
が
新
設
さ

れ
た
。
法
律
と
官
民
の
推
進
組
織
が
整
っ
た
こ
と
で
、
和
田
の
構
想

は
よ
う
や
く
具
体
化
に
向
け
て
動
き
出
し
た
。 

 

電
振
法
は
、
電
子
機
器
・
部
品
・
材
料
に
つ
い
て
、
試
験
研
究
、

工
業
生
産
の
開
始
ま
た
は
増
産
、
生
産
合
理
化
の
促
進
に
つ
い
て
、

機
種
や
品
目
ご
と
に
基
本
計
画
を
策
定
し
、
実
施
計
画
を
示
す
こ
と

と
し
た
。 

 

計
画
の
策
定
は
電
子
工
業
審
議
会
が
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

拠
っ
て
立
つ
法
が
で
き
、
予
算
執
行
の
行
政
窓
口
が
設
置
さ
れ
、
産

学
合
同
委
員
会
が
実
施
計
画
を
練
る
と
い
う
、
産
業
育
成
の
基
盤
が

固
ま
っ
た
。 

 

電
子
工
業
審
議
会
は
十
二
月
六
日
に
開
い
た
第
三
回
会
合
で
「
電

子
工
業
の
技
術
提
携
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
報
告
書
を
承
認
し
、
通

産
省
に
提
出
し
た
。
電
振
法
制
定
で
専
門
委
員
と
し
て
国
会
の
答
弁

に
立
ち
、
審
議
会
で
矢
継
ぎ
早
に
提
言
を
取
り
ま
と
め
る
な
ど
、
和

田
は
多
忙
を
極
め
た
。 

 

審
議
会
が
ま
と
め
た
「
電
子
工
業
の
技
術
提
携
に
つ
い
て
」
は
、

そ
の
後
の
国
内
電
子
産
業
が
海
外
か
ら
技
術
を
導
入
す
る
際
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
と
な
っ
た
。 

 

『
電
子
工
業
年
鑑
』
一
九
五
九
年
版
（
電
波
新
聞
社
）
は
次
の
よ

う
に
記
し
て
い
る
。 

 

 

そ
の
骨
子
は
、
電
子
工
業
の
振
興
に
技
術
導
入
の
有
効
性
を
認
め

つ
つ
、
独
自
技
術
の
開
発
を
阻
害
し
、
企
業
間
競
争
に
よ
っ
て
導
入

条
件
が
不
利
化
す
る
な
ど
の
弊
害
を
防
ぐ
必
要
を
強
調
し
、
導
入
技

術
の
範
囲
を
、
技
術
提
携
に
よ
っ
て
輸
出
拡
大
が
期
待
で
き
る
も
の
、

提
携
に
よ
っ
て
の
み
、
国
産
化
や
生
産
の
合
理
化
が
達
成
し
得
る
も

の
、
外
国
に
お
い
て
製
造
技
術
が
確
立
さ
れ
て
い
る
も
の
、
業
界
の

混
乱
を
引
き
起
こ
す
お
そ
れ
の
な
い
も
の
な
ど
に
限
定
し
、
契
約
条

項
に
つ
い
て
も
、
過
大
な
対
価
支
払
い
、
差
別
的
契
約
条
件
、
輸
出

地
域
な
ど
に
対
す
る
制
限
的
条
件
、
広
範
で
包
括
的
な
契
約
な
ど
を

避
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。 

  

こ
こ
で
い
う
「
電
子
工
業
」
は
、
当
時
で
い
え
ば
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ

や
回
路
設
計
技
術
な
ど
を
指
し
、
適
用
品
目
は
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
と

い
っ
た
民
生
用
機
器
、
工
作
機
械
や
放
送
装
置
と
い
っ
た
産
業
用
機

器
お
よ
び
、
レ
ー
ダ
ー
や
管
制
装
置
、
医
療
用
機
器
と
い
っ
た
諸
々

を
指
し
、
そ
の
範
囲
は
公
共
・
軍
事
機
器
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

た
。 

 
電
子
計
算
機
は
そ
の
一
部
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
ウ
エ
イ
ト
は
大

き
か
っ
た
。
国
産
化
を
促
し
、
産
業
を
振
興
す
る
た
め
の
基
本
的
な

考
え
方
と
し
て
は
妥
当
な
も
の
と
理
解
で
き
た
が
、
具
体
的
な
方
策

と
な
る
と
頭
を
抱
え
て
し
ま
う
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
。 

 

曖
昧
な
表
現
が
多
用
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。 
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・
独
自
技
術
の
開
発
を
阻
害
し
、
企
業
間
競
争
に
よ
っ
て
導
入
条 

 
 

件
が
不
利
化
す
る
な
ど
の
弊
害
を
防
ぐ
必
要
。 

 

・
技
術
提
携
に
よ
っ
て
輸
出
拡
大
が
期
待
で
き
る
も
の
。 

 

・
業
界
の
混
乱
を
引
き
起
こ
す
お
そ
れ
の
な
い
も
の
。 

 

・
海
外
技
術
に
対
す
る
過
大
な
対
価
。 

  

こ
う
い
っ
た
表
現
は
、
何
を
基
準
に
判
断
す
れ
ば
い
い
の
か
、
と

い
う
問
題
を
伴
っ
た
。 

 

自
由
主
義
経
済
を
原
則
と
す
る
以
上
、
資
本
の
原
理
、
市
場
の
原

理
が
自
ず
か
ら
作
用
す
る
。
市
場
が
求
め
る
の
は
「
安
く
て
い
い
製

品
」
で
あ
る
。
国
産
化
を
進
め
る
こ
と
に
よ
る
弊
害
―
―
高
く
て
機

能
・
性
能
が
劣
る
製
品
を
ユ
ー
ザ
ー
が
購
入
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

―
―
に
つ
い
て
、
報
告
書
は
一
言
も
触
れ
て
い
な
か
っ
た
。 

 

和
田
弘
が
電
子
計
算
機
の
国
産
化
政
策
の
実
現
に
奮
戦
し
た
と
は

い
え
、
こ
こ
で
触
れ
て
お
き
た
い
の
は
通
産
省
が
専
門
の
課
を
新
設

し
て
ま
で
電
子
工
業
の
育
成
・
振
興
に
力
を
注
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
の

は
な
ぜ
だ
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

鉄
鋼
、
造
船
、
自
動
車
な
ど
、
重
厚
長
大
産
業
の
拡
大
に
力
を
入

れ
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
設
間
も
な
い
電
子

工
業
課
は
軽
薄
短
小
産
業
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
た
。 

 

―
―
加
工
技
術
、
組
み
立
て
技
術
は
い
ず
れ
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
さ

れ
る
。
社
会
の
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
を
考
え
た
と
き
、
い
か
に
製
品
を

小
型
化
し
、
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
抑
制
す
る
か
。
こ
の
観
点
に
立
っ

た
と
き
、
日
本
の
将
来
を
担
う
の
は
電
子
工
業
で
あ
る
。 

 

と
い
う
認
識
が
、
す
で
に
あ
っ
た
。 

 

一
九
五
八
年
度
版
『
科
学
技
術
白
書
』
が
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い

る
。 

  

電
子
工
業
は
国
内
産
業
の
近
代
化
技
術
と
し
て
の
性
格
の
ほ
か
に

原
材
料
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
少
な
い
、
加
工
度
の
大
き
い
付
加
価

値
の
高
い
も
の
で
あ
っ
て
、
し
か
も
そ
の
生
産
工
程
の
あ
る
も
の
は

自
動
的
大
量
生
産
方
式
に
乗
ら
な
い
繊
細
な
加
工
組
立
調
整
を
必
要

と
す
る
も
の
が
多
く
、
日
本
人
の
特
性
に
合
致
し
て
い
る
た
め
、
わ

が
国
が
将
来
に
期
待
し
得
る
輸
出
産
業
的
性
格
を
備
え
て
い
る
。 



第 96 電気試験所（補注） 

  

 
 〜

〜
〜
〜 

補 

注 

〜
〜
〜
〜 

 

後
藤
以
紀 
ご
と
う
・
の
り
も
ち
／
１
９
０
５
〜
１
９
９
２
。
一
九
二
七
年- 

東
京
帝
国
大
学
工
学
部
電
気
工
学
科
を
出
て
電
気
試
験
所
に
入
っ
た
。
四
二

年
東
京
帝
国
大
学
教
授
、
一
九
四
八
年
電
気
試
験
所
電
力
部
長
、
五
二
年
所

長
、
六
〇
年
工
業
技
術
院
長
を
経
て
六
一
年
東
京
工
業
大
学
教
授
、
六
五
年

年
明
治
大
学
教
授
と
な
っ
た
。 

駒
宮
安
男 

こ
ま
み
や
・
や
す
お
／
１
９
２
２
〜
１
９
９
３
。
一
九
四
四
年

東
京
帝
国
大
学
工
学
部
電
気
工
学
科
を
出
て
電
気
試
験
所
に
入
り
、「
Ｅ
Ｔ
Ｌ 

Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
―
Ｉ
」、
五
五
年
「
Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
―
Ⅱ
」
を
完
成
さ
せ
た
。
一
九
六
九

年
電
子
情
報
通
信
学
会
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
研
究
専
門
委
員
会
委
員
長

に
就
任
し
た
。 

高
橋 

茂 

た
か
は
し
・
し
げ
る
／
１
９
２
１
〜
２
０
０
５
。
一
九
四
四
年

慶
應
義
塾
大
学
工
学
部
電
気
工
学
科
を
出
た
。
戦
時
下
の
措
置
で
大
学
卒
業

前
に
運
輸
通
信
省
電
気
試
験
所
第
五
部
に
入
っ
て
い
た
。
戦
後
は
ト
ラ
ン
ジ

ス
タ
ー
の
研
究
開
発
に
従
事
し
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
式
電
子
計
算
機
「
Ｅ
Ｔ
Ｌ 

Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
―
Ⅲ
」
を
開
発
、
機
械
翻
訳
シ
ス
テ
ム
「
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
」
を
開

発
し
た
の
ち
日
立
製
作
所
に
移
っ
た
。 

西
野
博
二 

に
し
の
・
ひ
ろ
じ
／
１
９
２
４
〜
２
０
１
０
。
一
九
四
七
年
大

阪
大
学
工
学
部
電
気
工
学
科
を
出
て
商
工
省
電
力
局
に
入
り
、
四
八
年
電
気

試
験
所
材
料
部
に
移
籍
し
た
。
五
四
年
新
設
さ
れ
た
電
子
部
移
り
、
計
算
機

の
研
究
開
発
に
従
事
し
た
。 

松
崎
磯
一 

ま
つ
ざ
き
・
い
そ
か
ず
／
１
９
２
７
〜
１
９
９
３
。
一
九
四
九

年
旧
制
武
蔵
工
業
専
門
学
校
を
出
て
通
商
産
業
省
電
気
試
験
所
に
入
り
、
材

料
部
の
材
料
測
定
研
究
室
・
高
橋
茂
の
下
で
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
式
計
算
機
「
Ｅ

Ｔ
Ｌ 

Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
―
Ⅲ
」「
Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
―
Ⅳ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
。

の
ち
日
立
製
作
所
に
移
っ
て
Ｒ
Ｏ
Ｍ
（Read O

nly M
em
ory

）
を
実
用
化

し
た
。 

森
口
繁
一 

も
り
ぐ
ち
・
し
げ
い
ち
／
１
９
１
６
〜
２
０
０
２
。
一
九
三
八

年
東
京
帝
国
大
学
工
学
部
航
空
学
科
を
出
て
同
講
師
、
助
教
授
、
教
授
を
な

っ
た
。
退
官
後
は
電
気
通
信
大
学
教
授
、
東
京
電
機
大
学
教
授
を
務
め
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
な
ど
計
算
機
の
活
用
法
の
教
育
普
及
に
尽
力
し
た
。 

喜
安
善
市 

き
や
す 

ぜ
ん
い
ち
／
１
９
１
５
〜 

２
０
０
６
。
一
九
三
九
年

東
北
帝
国
大
学
工
学
部
電
気
工
学
科
を
出
て
逓
信
省
電
気
試
験
所
に
入
っ
た
。

の
ち
日
本
電
信
電
話
公
社
電
気
通
信
研
究
所
次
長
、
東
北
大
学
電
気
通
信
研

究
所
教
授
を
経
て
、
電
子
通
信
学
会
副
会
長
、
電
子
通
信
学
会
編
集
長
を
務

め
た
。 

室
賀
三
郎 

む
ろ
が
・
さ
ぶ
ろ
う
／
１
９
２
５
〜
２
０
０
９
。
一
九
四
七
年

東
京
大
学
電
気
工
学
科
を
出
て
日
本
国
有
鉄
道
の
技
術
研
究
所
に
入
っ
た
。

多
重
通
信
方
式
の
理
論
研
究
に
従
事
し
、
世
界
最
初
の
音
声
タ
イ
プ
ラ
イ
タ

ー
の
開
発
に
成
功
し
た
。
一
九
五
四
年
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
、
イ
リ
ノ
イ
大

学
の
イ
リ
ア
ッ
ク
の
利
用
経
験
を
生
か
し
て
後
藤
英
一
、
高
島
堅
助
ら
と
パ

ラ
メ
ト
ロ
ン
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
設
計
・
開
発
に
従
事
し
た
。 

 

情
報
処
理
学
会 

こ
の
学
会
が
発
足
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
情
報
処
理
技
術

が
学
究
の
対
象
に
な
っ
た
。
山
下
英
男
を
初
代
会
長
に
発
足
し
、
以
後
、
後

藤
以
紀
、
山
内
二
郎
、
出
川
雄
二
郎
、
高
橋
秀
俊
、
清
野
武
、
尾
見
半
左
右
、

北
川
敏
男
、
穂
坂
衛
、
小
林
宏
治
、
猪
瀬
博
、
坂
井
利
之
、
尾
関
雅
則
、
大

野
豊
、
三
浦
武
雄
、
萩
原
宏
、
水
野
幸
男
、
野
口
正
一
、
戸
田
巌
、
長
尾
真
、

鶴
保
征
城
、
益
田
隆
司
と
連
綿
と
続
い
て
い
る
。 

岡
崎
文
次 
お
か
ざ
き
・
ぶ
ん
じ
／
１
９
１
４
〜
１
９
９
８
。
第
十
二
「
Ｕ

Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
１
２
０
」
補
注
。 
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